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4 月末現在 前年同月比 

男 6.489人 	一58人 

女 7,044人 	-74人 

計 13. 533人 	-132人 

世帯数 3.903 	一12 
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HmHH川聞~金木だより 

、
，
,
，
、
 

芦野公園さくらまつりに 

383,000人の人出 

A開会式テープカット風景 
（中央一大橋町長，右ー伊藤町議会議長，左一今商工会長） 

今
年
の
桜
ま
つ
り
は
天
候
に

も
恵
ま
れ
、
桜
ま
つ
り
事
務
局

調
べ
で
約
三
十
八
万
三
千
人
の

花
見
客
で
賑
わ
い
ま
し
た
。
 

西
北
五
地
方
最
大
の
芦
野
公

園
桜
ま
つ
り
は
四
月
二
十
九
日

に
、
今
年
の
暖
冬
を
象
徴
す
る

か
の
よ
う
に
桜
が
満
開
に
近
い

状
態
の
も
と
で
開
幕
、
開
会
式

で
は
花
田

一
、
原
田
一
実
両
県

議
会
議
員
を
は
じ
め
、
近
隣
の
 
 町

村
長
ら
多
数
の
来
賓
方
も
駆

け
付
け
て
下
さ
り
大
橋
町
長
、
 

伊
藤
町
議
会
議
長
、
今
商
工
会

長
の
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
で
盛
り
上

が
り
を
み
せ
ま
し
た
。
 

ま
た
、
今
年
の
桜
ま
つ
り
の

超
目
玉
で
あ
る
第

一
回
津
軽
三

味
線
全
日
本
競
技
大
会
に
お
い

て
は
、
会
場
内
に
入
れ
な
い
程

観
衆
が
集
り
、
津
軽
の
音
色
に

陶
酔
し
て
い
ま
し
た
。
 

金
木
北
部
消
防
団
連
絡
協
議

会

（
加藤
卓
爾
会
長
）
主
催
の

平
成
元
年
度
定
期
連
合
観
閲
式

が
五
月
「
百
、
金
木
小
学
校
通

り
を
中
心
に
金
木
・
中
里
・
市

浦
・
小
泊
の
二
町
二
村
の
各
地

区
消
防
団
か
ら
、
八
百
十
八
名

の
団
員
と
七
十

一
台
の
ポ
ン
プ

車
な
ど
が
参
加
し
て
お
こ
な
わ

れ
た
。
 

式
典
で
は
、
放
水
演
習
の
あ

と
、
金
木
小
学
校
通
り
で
雨
模

様
に
も
か
か
わ
ら
ず
大
勢
の
観

衆
を
前
に
ラ
ッ
パ
隊
の
ラ
ッ
パ

吹
奏
の
も
と
、

一
糸
み
だ
れ
ぬ

分
列
行
進
を
披
露
し
た
。
そ
の

後
、
会
場
を
金
木
小
学
校
体
育

館
に
移
し
、
衆
議
院
議
員
竹
内

梨
一
氏
、
木
村
守
男
氏
ら
多
数

の
来
賓
が
出
席
し
て
、
功
労
者

表
彰
の
あ
と
日
頃
の
消
防
活
動

に
つ
い
て
の
感
謝
と
激
励
の
祝

辞
が
の
べ
ら
れ
ま
し
た
。
 

表
彰
者
は
次
の
通
り
。
 

▽
消
防
庁
長
官
O
永
年
勤
続
功

労
章
I
白
川
鉄
夫
 
▽
青
森
県

知
事
〇
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
表
彰

旗
ー
嘉
瀬
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ

〇
功
労
章
I
松
川
良
治
 
O
永

年
勤
続
功
労
章
I
田
中
行
雄
、
 
 櫛

引
幸
雄
、
伊
藤
一
耽
、
秋
元

年

一
、
白
川
忠
雄
、
白
川
美
佐

義
、
泉
谷
唯
男
、
松
川
正
英
、
 

山
中
伊
三
男
、
秋
元
寿
英
 
▽

日
本
消
防
協
会
長
O
竿
頭
綬
I
 

金
木
町
消
防
団
 
▽
青
森
県
消

防
協
会
長
〇
優
良
消
防
分
団
廿

第
二
分
団
 
O
優
良
消
防
分
団
 

（現
場
功
労
）
甘
第

一
分
団
、
 

O
有
功
章
I
松
川
良
治
、
古
川
 
 米

五
郎
 
O
勤
功
章
I
白
川
専

市
、
岡
田
勲
、
野
宮
正
一
 
o
 

永
年
勤
続
章
ー
松
尾
義
直
外
一1
1
 

十
四
名
 
〇
青
森
県
消
防
協
会

北
五
支
部
長
表
彰
I
第
二
分
団
、
 

木
立
久
雄
外
三
名
 
O
西
北
五

消
防
団
連
絡
協
議
会
長
表
彰
I
 

白
川
清
弘
外

一
名
 

O
金
木
北

部
消
防
団
連
絡
協
議
会
長
表
彰
 

ー
藤
田
勉
外
六
名
。
 

消
防
団
員
八
百
十
八
人
勢
揃
い
 ▲分列行進で堂々たる勇姿を披露した団員たち 

(
 

(
 



～バチさばきに酔った～ 

ー津軽三味線全日本競技大会 . 

第 
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▲大入り満員の見物客で賑わいをみせた演芸場 

晴
天
に
恵
ま
れ
た
五
月
四
日
、
 

津
軽
の
心
、
津
軽
の
音
色
で
あ

る
津
軽
三
味
線
の
第
】
回
津
軽

三
味
線
全
H
本
競
技
大
会
が
公

園
内
演
芸
場
で
催
さ
れ
、
各
地

か
ら
の
参
加
者
が
バ
チ
さ
ば
き

を
競
っ
た
。
 

大
会
に
は
、
県
内
は
も
と
よ

り
遠
く
は
愛
知
県
、
富
山
県
な

ど
か
ら
も
十
三
歳
か
ら
五
十
四

歳
ま
で
の
約
五
ト
人
が
参
加
、
 
 開

会
式
の
あ
と
、
公
園
内
の
津

軽
三
味
線
碑
と
川
倉
奏
の
川
原

地
蔵
尊
内
に
あ
る
津
軽
三
味
線

塚
に
参
加
者
全
員
で
献
花
し
た

の
ち
、
小
・
中
学
校
の
部
、
高

校
・
大
学
の
部
、
 一
般
の
部
B
、
 

一
般
の
部
A

、
団
体
の
部
に
分

か
れ
て
腕
前
を
競
い
あ
っ
た
。
 

こ
の
H
は
好
天
に
恵
れ
、
園

内
に
は
約
十
万
人
の
人
出
が
あ

り
、
 一
万
人
程
も
入
る
会
場
内
 
 に

入
れ
な
い
人
も
あ
り
、
関
係

者
が
汗
だ
く
で
整
理
に
あ
た
っ

て
い
た
。
 

は
る
ば
る
仙
台
か
ら
き
て
い

た
聴
衆
の

一
人
は
「
津
軽
三
味

線
は
す
ば
ら
し
い
」
を
繰
り
返

し
、
ま
さ
に
会
場
内
は
弾
き
手

と
聴
衆
が

一
体
と
な
っ
て
胸
酔

し
た

一
日
で
あ
っ
た
。
 

三
味
線
大
会
の
各
部
門
の
入

賞
者
は
次
の
通
り
。
 

◇
小
・
中
学
校
の
部
①
中
野
 
 モ

モ

（
森田
村
）
②
白
石
益
示
 

（青
森
市
）
③
池
田
美
紀
（
秋

田
県
）
▽
努
力
賞
I
柳
沼
利
佳
 

（
五所
川
原
市
）
 

◇
高
校

・
大
学
の
部
①
山
下

史
香
（
鯵
ケ
沢
町
）
②
神
谷
茂

良

（愛
知
県
）
③
大
崎
美
智
子
 

（千
葉
県
）
▽
努
力
賞
I
坪
内

成
美

（
秋田
県
）
 

◇

一
般
の
部
B
組
①
鍋
谷
東

輝
（富
山
県
）
②
高
橋
雄

】
（秋

田
県
）
③
高
橋
仁
（
宮
城
県
）
 
 ▽

努
力
賞
I
豊
川
敦
子

（
五戸

町
）
 

◇

一
般
の
部
A
組
①
上
妻
宏

光
（
茨城
県
〕
②
牛
丸
哲
郎
（愛

知
県
）
③
日
野
由
郎
（宮
城
県
）
 

▽
努
力
賞
廿
二
村
勇
治
（
束
京

都
）
 

◇
団
体
の
部
①
秋
田
藤
秋
会
 

（秋
田
県
）
②
H
野
三
弦
会
（宮

城
県
）
③
秀
栄
会

（柏
村
）
▽

努
力
賞
I
白
樺
子
供
会

（青
森

市
）
 

―般の部A組で、 

上妻さん（茨城県 15歳）に栄冠！ 

▲力強いばちさばきで見事優勝した上妻さん 



沢
田
 

潤

阿
部
 
末
治

外
崎
 
拓

秋
元
幸
之
進

小
松
 
光
春

秋
元
 
直
市

古
川
 
茂
美

神
哲
 
憲

須
崎
正
之
助

原
田
 
節
三
 

下
中
柏
木
 

杉
山
 
良
雄
 

▼
喜
良
市
地
区
 

＊
史
生
部
落
 
菊
池
 
良

治

西
岩
見
町
 

伊
藤
 

勇

＊
東
岩
見
町
 

宮
崎
 
与
太

林
 
町
 
今
 

慶
八
郎

野
 

崎
 
宮
崎
初
太

郎
 

ゴ
ミ
の
投
け
捨
て
 

や
め
ま
し
よう
。
 

最
近
、
河
川
敷
き
等
に
廃
物

お
よ
び
ゴ
ミ
の
不
法
投
棄
が
ふ

え
て
い
ま
す
。
 

特
に
、
金
木
町
神
原
地
区

の

岩
木
川
河
川
敷
き
や
、
旧
十
川

合
流
点
河
川
敷
き
に
は
目
立
っ

て
い
ま
す
。
 

こ
れ
は
町
の
美
観
に
も
、
又

さ
ら
に
衛
生
的
に
も
大
き
な
問

題
で
あ
り
、

一
人
の
不
心
得
が

ひ
い
て
は
町
民
全
体
の
問
題
に

も
発
展
し
か
ね
る
も
の
で
す
。
 

不
法
投
棄
は
絶
対
ゃ
め
ま
し

よ
、つ
。
 

＊
北
本

町

＊
下
派

立

上
 
派
立

＊
南
本
町

上

柏
木

下
柏

木

下
 
町

川
端
 
町

双

葉
町
 

太
田
 
時
郎

伊
丸
岡
兼
作

白
川
 
義
則

桑
田
 
邦
衛
 

重
雄
 

田
中
 
武
義
 

今 今 中 今 
村 

重 清 利 唯
雄 作宗義 

後
 
町

上

古
町

下

古
町

新
誠

町

＊
新
提
町

一
区

新
提
町
二
区

上
鍛
冶
町

ト
鍛
冶
町
 

＊
上
中
柏
木
 

畑 

中
 

町 町 町 

田 栄 本 

北
新
町
 

小
川
町
一
区
 

＊
小
川
町
二
区
 

米
 
町

川
端
 
町

寺
 
町

東
芦
野
町

西
芦
野
町

浦
 
町
 

新

富
町
 

若
松
町

一
区
 

* 

雲
雀
野
団
地

東
 
町

上
小
栗
崎

中
小
栗
崎

下
小
栗
崎

ト
 
派
立

＊
中
派

立

下
 
派
立

上
 
新
 
町

下
新
町

上
昭
和
町

＊
下
昭
和
町

本
 
町
 

* 
車 冷 

町 水 

軍
窮
見
早
日
 

旬
鳳
国
勿
日
目
潟
臼
邑
 

平
成
元
年
度
の
行
政
協
力
委

員
総
会
が
、
去
る
四
月
二
十
日

十

一
時
よ
り
役
場
三
階
大
会
議

室
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
 

総
会
に
は
、
関
係
課
長
や
各

地
区
行
政
協
力
委
員
が
出
席
し
、
 

町
長
か
ら
ね
ぎ
ら
い
と
感
謝
の

あ
い
さ
つ
な
ど
が
あ
っ
た
後
、
 

役
員
の
選
任
を
お
こ
な
っ
た
結

果
、
会
長
に
今
兼
春
氏
、
副
会

長
に
阿
部
定
一
氏
、
秋
元
幸
之

進
氏
、
今
唯
義
氏
を
選
任
し
ま

し
た
。
 

来
年
三
月
三
十
一

Hま
で
の

任
期
で
す
が
、
町
と
の
パ
イ
プ

役
と
し
て
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。
 

＊
印
は
常
任
委
員
 

▼
金
木
地
区
 

角
田
 
正
男
 

松
橋
 
隆
三
 

鳴
海
 
義
男
 

南
新
 
町
 
小
田
桐
清
工
門

ト
山
道
町
 
白

川
 
昭
男

中
山
道
町

一
区
中
谷
 
定
雄

中
山
道
町
二
区
今
泉
 
ふ
づ

下
山
道
町
 

小
野
 
元
靖

＊
美
晴
町

一
区
 
今
 
時

彦
 
 

美
晴
町
二
区
 
鳴
海
 
昭
治

昭
和
町
一
区
 
津
島
金
太
郎

昭
和
町
二
区
 
角
田
 
金
男

神
明
町

一
区
 
大
橋
 
行
雄

神
明
町
二
区
 
伊
藤
 
武
男

朝
日
町

】
区
古
川
亦
右
工
門

朝
日
町
二
区
 
津
島
 
信
一
 

田
中
長
二
郎

花
田
 
和
雄

木
村
不
二
男

黒
沼
 
留
吉

塚
本
 
文

一

藤
元
 
昭
造

沢
田
 
久
春

阿
部
 
定
一

花
田
柾
五
郎

津
島
 

礼

仙
場
千
寿
子
 

若
松
町
二
区
 
下
田
 
富
貴

若
松
町
三
区
 
中
野
 

治

＊
若
松
町
四
区
 
神
成
 
亮
逸

＊
見

崎
町
 

小
山
内
ト
シ
エ

＊
三
 
軒
町
 
中

西
 
昭
治

上
沢

部
 
吉
田
 

完
造

下
沢

部
 
白

川
 
柾
弘

旭
ケ
丘

一
区
 
北
沢
 
清
一

旭
ケ
丘
二
区
 
白
川
 
孝
則

旭
ケ

・丘
三
区
 
梶
浦
 
晴
一

大
東
ケ
丘
 
鈴
木
定

五
郎
 

雲
雀
ケ
丘
団
地
田
中
 
昇

芦
野
団
地
一
区
逢
坂
 
昭
子

芦
野
団
地
．
一
区
 

小
山
内
久
太
郎

朝
日
団
地
 

瀬
尾
歌
奈
子

下
 
蒔
 
田
 
川
口
 
唯
一

神
 
原
 
秋
元
 
繁
雄

上
藤

枝
 

原
田
 
敏
雄
 

枝
 
工
藤
武

一
郎

枝
 
工
藤
 
良

村
 

白
川
 
安
義

田
中
 
長
蔵

白
川
 
文
雄

中
谷
 
孫
一
 

中
谷
 
L
ー
こ
、
 

松
橋
 
富
秋
 

▼
嘉
瀬
地
区
 

木
村
 
清
悦

松
川
千
代
明

棟
方
 
清
美

鳴
海
 
兼
春

伊
藤
 
徳
治

工
藤
 
睦
正

鳴
海
 
亀
一

鎌
田
 
善
光

鎌
田
 
定
雄

今
 
兼
春

沢
田
 
文
則

山
中
 
文
雄

原
田
 
清
治

今
 
喜
代
治

山
中
 
利
蔵
 

・….111111111町川~金木だより ④ 

＊
女
 

坂

上
宇
田
野

下
宇
田
野
 

林 下 向 道 

* 
向 林 湯 下 中 

の．藤 藤

道 下 川 枝枝 



五
月
八
日
、
 

川
倉
小
学
校
（
 

横
岡
英
二
校
長
）
 

慮
 

で
J
R
c
（青

幌
 
少
年
赤
十
字
）
 

喰
 
登
録
式
が
行
な

る
 
わ
れ
ま
し
た
。
 

」
花
 
式
典
で
は

J
 

蕪
 

R
c
委
員
会
の

像
 
児
童
逮
が
進
行

の
 
を
務
め
、
デ
ュ

一
“
 
ナ
ン
の
肖
像
へ
 

「
ュ
 
献
花
、
登
録
署
 

十
二
人
全
員
へ

パ
ッ
）ン
の
暖
」」
プ
 

ー

ー
ー

i‘
 
な
と

か
あ
り
ま
 

す 当】 ▲デュナンの肖像に献花する川倉小児童 

川倉小学校で 

JRC登録式 

J/ 

▲防犯パ レ ー ド 

防
犯
に
協
力
を

r!
 

四
刀
二
十

一
H
午
前
十
時
か

ら
、
役
場
三
階
大
会
識
室
に
お

い
て
約
百
人
ほ
ど
の
出
席
の
も

と
、
平
成
元
年
度
全
国
春
の
防

犯
運
動
総
決
起
大
会
が
開
か
れ

ま
し
た
。
 

大
会
で
は
、
金
木
地
区
防
犯

協
会
長
で
あ
る
大
橋
町
長
や
白
 
 取

金
木
警
察
著
長
が
、
暴
力
の

追
放
や
少
年
非
行
の
防
止
等
に

つ
い
て
挨
拶
し
た
後
、
大
橋
由

吉
金
木
地
区
防
犯
協
会
副
会
長

が
宣
言
文
を
読
み
あ
げ
て
閉
会

し
ま
し
た
。
 

そ
の
後
、
町
内
パ
レ
ー
ド
を

し
な
が
ら
、
防
犯
広
報
や
防
犯
 
 ち

ら
し
を
配
付
し
な
が
ら
、
町

民
に
防
犯
の
協
力
を
呼
び
か
け

ま
し
た
。
 

宣
言
文
の
内
容
は
 

我
々
金
木
地
区
住
民
は
、
あ

ら
ゆ
る
暴
力
を
根
絶
す
る
た
め
、
 

今
後
と
も
地
域
総
ぐ
る
み
の
暴

力
排
除
運
動
を
活
発
に
展
開
す

る
。
 

特
に
暴
力
団
及
び
そ
の
関
係

者
に
つ
い
て
は
、
そ
の
存
在
自

体
を
拒
絶
す
る
社
会
環
境
づ
く

り
に
努
め
、
皆
が
手
を
取
り
合

っ
て
 

＊
恐
れ
な
い
 

＊
利
用
し
な
い
 

＊
金
を
出
さ
な
い
 

の
三
な
い
運
動
を
活
発
に
推
進

し
、
犯
罪
や
暴
力
の
な
い
、
明

る
い
平
和
で
住
み
よ
い
社
会
環

境
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
く

こ
と
を
こ
こ
に
宣
言
す
る
。
 

平
成
元
年
四
月
二
十
 
 

ば
れ
ま
し
た
。
 

川
倉
小
学
校
で
は
、
昭
和
四

十
八
年
に

J
R
c
に
加
盟
し
、
 

そ
れ
以
降
活
動
が
十
六
年
に
も

な
り
、
又
、
昭
和
六
十
三
年
度

か
ら
は
福
祉
協
力
校
の
指
定
に

も
な
っ
た
こ
と
か
ら
そ
の
一
環

と
し
て
も
J
R
C
活
動
を
し
て

い
る
。
週

一
回
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
タ
イ
ム
を
設
け
て
い
る
た
め

か
児
童
逮
に
公
共
泰
仕
が
身
に

つ
い
て
お
り
、
付
近
の
道
路
に

は
ゴ
ミ
や
空
き
缶
な
ど
も
な
く
、
 

あ
い
さ
つ
が
よ
く
で
き
て
、
す

が
す
が
し
い
印
象
で
あ
っ
た
。
 

ち
な
み
に
五
月
八
日
は
、
赤

十
字
の
父
と
よ
ば
れ
て
い
る
ア

ン
リ

・
デ
ュ
ナ
ン
が
ス
イ
ス
の

ジ
ュ
ネ
ー
ブ
に
生
ま
れ
た
日
で
、
 

世
界
赤
十
字
デ
ー
で
す
。
 

金木だよりIII川m"I 

し
た
。
そ
の
後
、
児
童
逮
の
代

表
が
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
あ

し
の
園
へ
出
向
き
、
入
園
さ
れ

て
い
る
方
々
に
花
東
を
送
り
喜
 

▲宣言文を読みあげる大橋副会長 ~~ 

  

交通指導ありがとう 

 

   

  

四
月
七
日
、
金
木
小
学
校
に

お
き
ま
し
て
七
十
一
名
の
新
．
 

年
生
が
誕
生
し
ま
し
た
が
、
」
H
 

森
銀
行
金
木
支
店
の
行
員
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
が
、
チ
ョ

ッ
ピ
リ
緊
張
し
な
が
ら
お
母
さ

ん
た
ち
に
手
を
ひ
か
れ
登
校
し

て
き
た
新

一
年
生
を
校
門
前
の

路
上
で
交
通
指
導
を
し
て
く
だ

さ
り
、
緊
張
し
て
い
た
顔
も
ち

ょ
っ
と
ほ
こ
ろ
び
、
大
変
喜
ば

れ
ま
し
た
。
 

 



▲桜まつりを前に芦野公園内のごみ拾いをする金木中学校の生徒たち 
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行
政
相
談
委
員
は
、
わ
た
し

た
ち
の
H
常
生
活
で
、
公
的
な

機
関
が
行
う
仕
事
に
つ
い
て
最

も
身
近
な
相
談
相
手
で
す
。
 

国
や
県
、
町
等
の
役
所
仕
事

に
つ
い
て
 

o

説
明
が
納
得
で
き
な
い
 

O
処
理
が
間
違
っ
て
い
る
。
 

O
こ
の
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
 

o

苦
情
を
申
し
畠
た
が
、
そ
の

処
理
に
納
得
で
き
な
い
 

O
ど
こ
の
機
関
に
申
し
出
た
ら

よ
い
の
か
わ
か
ら
な
い
 

等
々
、
ど
ん
な
こ
と
で
も
結
構

で
す
の
で
お
気
軽
に
お
い
で
く
 

だ
さ
い
。
 

相
談
は
無
料
で
電
話
や
手
紙

で
も
よ
く
、
ま
た
、
相
談
の
内

容
に
つ
い
て
は
秘
密
を
守
り
親

切
に
お
世
話
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。
 

そ
し
て
そ
れ
ら
の
問
題
の
解

決
を
は
か
り
、
こ
れ
か
ら
の
行

政
運
営
に
役
立
て
る
と
い
う
役

割
を
担
っ
て
い
ま
す
。
 

◇
行
政
相
談
委
員
 

氏
名
工

藤
 
清
治
 

住
所
金

木
町
嘉
瀬
字
雲
雀
野

六
六
じ

ー

一
九
．.

 

電
話
 
だ
．ー
三
，二
九
八
 

ちが 

ーンに リ
 

ー
ク
 

今
年
は
、
暖
冬
の
も
と
雪
が

早
く
消
え
る
と
同
時
に
道
路
や

公
園
な
ど
に
、
空
き
缶
や
吸
い

殻
、
ナ
イ
ロ
ン
袋
等
が
露
山
し

て
、
町
の
美
観
は
も
と
よ
り
環
 

ー ー．一 一か」・さ二’了 、， 	 一」 ．，ーー～t. ，ー‘．、 

▲国道339号線沿いのこみ拾いをしてくれた金木町日赤奉仕団の人たち 

,
 

?
 

・~一 

気
分
 

す
っ
き
り
“
【
 

行
政
相
談
委
員
ば
 

身
近
な
相
談
相
手
で
す
 

▲行政相談員・工藤清治さん 

レ
‘
ー
 
、
 

（
」
ユ
‘
 1 

ゾ
，
 

、

×

、
，
 

“

ー
 

境
衛
生
上
も
は
な
は
だ
好
ま
し

く
な
い
状
況
で
し
た
が
、
老
人

ク
ラ
ブ
や
赤
十
字
拳
仕
団
、
婦

人
会
、
学
校
生
徒
、
そ
の
他
各

種
団
体
、
個
人
等
の
泰
仕
に
よ

り
ま
し
て
「
美
し
い
山
と
湖

そ
し
て
、
太
宰
の
ふ
る
さ
と

・
・
・

…
」
と
し
て
の
金
木
町
が
よ
り

一
層
町
外
の
方
々
に
誇
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
 

と
り
わ
け
、
金
木
町
校
外
指

導
連
絡
協
議
会
（
熊
谷
充
夫
会

長
・
金
木
中
学
校
長
）
に
お
い

て
は
、
全
て
の
小
・
中
・
高
校

か
ら
多
数
の
児
童

・
生
徒
が
参

加
し
て
清
掃
に
泰
仕
し
て
く
れ

ま
し
た
。
 

私
遠
の
町
で
す
。
ど
こ
に
で

も
誇
れ
る
き
れ
い
な
町
に
し
ま

し
ょ
、つ
。
 



忘
れ
な
い

で
 

六
月
の
届
出
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次
代
の
働
き
手
を

育
て
る
の
が
目
的
 

次
代
の
働
き
手
と
な
る
子
供

た
ち
を
健
ゃ
か
に
育
て
る
こ
と

は
、
国
や
社
会
の
大
き
な
責
任

の
ー
つ
で
す
。
そ
こ
で
国
や
社

会
の
宝
で
あ
る
子
供
た
ち
を
健

全
に
育
て
あ
げ
る
こ
と
を
期
待

し
た
の
が
、
児
童
手
当
制
度
で

す
。
 

児
童
手
当
を
受
け
ら
れ
る
人

は
、
義
務
教
育
就
学
前
の
児
童

を
含
む
十
八
歳
未
満
の
児
童
を
 
 二

入
以
上
養
育
し
て
い
る
方
で

す
。
ま
た
、
自
分
の
お
子
さ
ん

で
な
く
て
も
、
そ
の
児
童
を
監

護
し
、
 一
定
の
生
計
関
係
が
あ

れ
ば
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
な
お
、
所
得
の
制
限

も
あ
り
ま
す
。
 

ニ
人
目
の
子供
か
ら

支
給
さ
れま
す
 

児
童
手
当
は
二
人
月
の
子
供

か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
。
ま
ず
】
一

人
目
の
子
供
に
は
月
額
二
千
五

百
円
、
そ
し
て
三
人

H
以
降
の
 
 子

供
に
は
、
 
．人
に
つ
き
月
額

五
千
円
が
義
務
教
育
就
学
ま
で

支
給
さ
れ
ま
す
。
そ
の
支
給
は

毎
年
二
月
、
六
月
、
十
月
に
そ

れ
ぞ
れ
前
月
ま
で
の
手
当
が
支

給
さ
れ
ま
す
。
 

児
童
手
当
の
支
給
は
、
認
定

請
求
の
翌
刀
分
か
ら
と
な
り
ま

す
。
早
め
に
請
求
し
な
い
と
、
 

受
給
資
格
が
あ
っ
て
も
受
け
ら

れ
な
く
な
り
ま
す
か
ら
、
そ
の

届
け
出
に
つ
い
て
事
前
に
よ
く

知
っ
て
お
く
よ
う
に
し
た
い
も

の
で
す
。
 

〈
す
べ
て
の
受
給
者
の
方
〉
 

毎
年
六
月
中
に
児
童
の
養
育

の
状
況
な
ど
を
確
認
す
る
た
め
、
 

現
況
届
を
提
川
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
 

、他
の
市
（
区
）
町
村
に
住
所

が
変
わ
っ
た
と
き
〉
 

前
の
市

（区
）
町
村
に
児
童

手
当
受
給
事
由
消
滅
届
を
提
出

し
、
新
し
い
居
住
地
の
市
（
区
）
 

町
村
へ
、
す
ぐ
に
児
童
手
当
認

定
請
求
書
を
提
川
し
て
く
だ
さ
 

一
 
手
当
の
額
が
増
え
る
と
き
、
 

あ
る
い
は
減
る
と
き
〉
 

児
童
が
生
ま
れ
た
こ
と
な
ど

に
よ
り
手
当
が
増
額
さ
れ
る
場

合
は
、
児
童
手
当
額
改
定
請
求

書
を
。
義
務
教
育
就
学
前
の
児

童
が
少
な
く
な
っ
て
減
額
さ
れ

る
場
合
は
、
児
童
手
当
額
改
定

届
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
 

〈
手当
の
支
給
が
終
わ
る
と
き
）
 

義
務
教
育
就
学
前
の
児
童
が

い
な
く
な
っ
た
場
合
な
ど
で
す
c
 

こ
の
と
き
は
受
給
事
由
消
滅
届

を
。
 

（受
給
者
の
方
が
会
社
を
退
職

さ
れ
た
と
き
〉
 

会
社
を
退
職
し
て
、
厚
生
年

金
の
資
格
が
な
く
な
っ
た
と
き

な
ど
も
、
市
（
区
）
町
村
役
場

へ
受
給
事
由
消
滅
届
を
提
山
し

て
く
だ
さ
い
。
 

お
わ
か
り
に
な
ら
な
い
こ
と

ゃ
、
詳
し
く
内
容
を
知
り
た
い

方
は
、
気
軽
に
窓

n
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

金木だより川川川I'll 



かせたに ひろゆき 

織摘賢紹谷啓之 

金木病院カルテ⑩ 

『風邪と発熱』 

について 

哲
治

古
男

豊
彦

伸
幸

直
弘

弘
通

春
美
 

嘉
 
瀬
 

喜
良
市
 

金
 
木
 

ク
 

金 嘉

木 瀬 
ク
 

孝平ちゃん 沙耶香 ちゃん 

4 月IIH生まれ 
体重 3.1“グラム 
嘉瀬畑巾 
秋元 哲治さんの長女 

4 )I 7 Ii生まれ 
体取 3.850グラム 
喜良市 L柏木町 
津島 古男さんの 2 男 

4
 

金
 

蒔金川 神 金 
ク 

III 木倉 原 木 

6
3才
 

才才才才才才 
96 47 68 55 63 56 
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家
庭
の
な
か
の
子
供
の
存
在

と
い
う
も
の
は
非
常
に
大
き
な

も
の
で
、
子
供
が
急
に
病
気
を

し
た
り
す
る
と
お
母
さ
ん
た
ち

を
非
常
に
心
配
さ
せ
た
り
し
ま

す
。
こ
こ
で
は
、
 一
人
の
小
児

科
医
と
し
て
少
し
で
も
お
母
さ

ん
た
ち
の
心
配
の
相
談
に
の
れ

た
ら
と
思
い
、
子
供
に
最
も
多

い
カ
ゼ
の
と
き
に
家
庭
で
役
に

立
ち
そ
う
な
こ
と
を
書
い
て
み

ま
し
た
。
 

『カ
ゼ

（風
邪
）」
 
と
は通
称

で
あ
っ

て
病
名
で
は

あ
り
ま

せ
ん
。
 ウ
イ
ル
ス
が
炎
症
を
お

こ
し
た
場
所
に
よ
っ
て
病
名
は

異
な
り
、
い
わ
ゆ
る
の
ど
カ
ゼ

は
急
性
咽
頭
炎
、
鼻
カ
ゼ
は
急

性
鼻
炎
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。
扇
桃
腺
は
咽
頭
の
一
部
に

あ
る
器
管
で
す
が
、
そ
の
な
か

に
細
菌
が
繁
殖
し
赤
く
腫
れ
た

状
態
を
稲
桃
腺
炎
と
い
い
ま
す
。
 

多
く
は
ウ
イ
ル

ス
に
よ
る
急

性
咽
頭
炎
に
よ
っ
て
弱
っ
た
の

ど
に
細
菌
が
繁
殖
す
る
わ
け
で

す
が
、
稲
桃
腺
に
膿
を
も
っ
て

化
膿
性
稲
桃
腺
炎
に
な
る
と
な

か
な
か
熱
が
下
が
り
ま
せ
ん
。
 

こ
う
な
る
と
お
母
さ
ん
方
は
大

変
心
配
し
ま
す
。
し
か
し
、
熟

が
高
く
山
て
も
そ
れ
ほ
ど
ぐ
っ

た
り
し
て
い
な
け
れ
ば
大
丈
夫

で
す
。
安
静
に
心
掛
け
、
悪
寒

の
な
い
か
ぎ
り
厚
着
を
避
け
、
 

換
気
を
し
て
、
十
分
な
水
分
を

与
え
て
く
だ
さ
い
。
 
「
こ
ん
な

に
高
い
熱
が
続
い
て
頭
に
支
障

を
き
た
す
こ
と
は
な
い
で
す
か
。」
 

と
聞
く
お
母
さ
ん
が
お
ら
れ
ま

す
が
、
脳
へ
の
影
響
の
出
る
温

度
は
4
3で
以
上
と
さ
れ
、
そ
の

他
の
諸
臓
器
に
悪
影
響
を
及
ぼ

す
温
度
は
4
1・
5
で
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
最
近
の
研
究
で
は
、
 

極
端
な
高
熱
で
な
け
れ
ば
3
8で
 
 位

の
熱
の
ほ
う
が
体
の
回
復
に

は
適
し
て
い
る
と
い
う
報
告
も

あ
り
ま
す
。
た
だ
や
は
り
発
熱

で
ぐ
っ
た
り
し
た
り
悪
寒
な
ど

が
来
る
場
合
は
熱
を
少
し
で
も

下
げ
て
楽
に
し
た
ほ
う
が
ぐ
っ

す
り
休
め
ま
す
の
で
、
熱
の
上

が
り
き
っ
た
と
こ
ろ
で
解
熱
剤

を
使
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。
・
」
 

こ
で
一
番
重
要
な
の
は
、
熱
が

病
気
な
の
で
は
な
く
、
熱
は
、
 

子
供
の
体
が
細
菌
と
戦
っ
て
抵

抗
力
を
つ
け
て
い
く
過
程
の
防

御
反
応
な
の
で
す
。
 

そ
し
て
な
る
べ
く
早
く
に
医

師
の
診
察
を
受
け
て
薬
を
山
し

て
も
ら
っ
て
く
だ
さ
い
。
薬
さ

え
適
切
に
用
い
れ
ば
、
あ
と
は

子
供
自
身
の
抵
抗
力
で
良
く
な

っ
て
い
く
も
の
で
す
。
 

一P
 籍
 
の
 
窓
 

四
月
届
出
 

お
め
で
と
う
 

秋
元
沙
耶
香

津
島
 
孝
平

角
田
 
奈
央

津
島
 
祐
希

坂
本
 
大
助

巾
谷
 

愛

小
川
桐
タ
貴
 

お
し
あ
わ
せ
に
 

瓢
」
姦
姦
叡
 

(）鷲
器
競
精

露
駈
綴
器
籍

露
？
m一』
」一
い
「
 

爵
”代
籍蝶
叙
 

(m藤裕美
鍔慧
繍

轟

導
議器
諸
 
 露

ま
」
」
“錯
競
 

（加
山
内離
喋

加
嫁

霧
」
什
如
到
」
 

無
餓

噂
声
木

お
く
や
み
 

金
本
 
松
子

鳴
海
 
勇
一

伊
藤
そ
た
つ

近
藤
 
し
げ

前
m
 
タ
マ

泉
谷
 
キ
イ

巾
谷
 
キ
エ

船
水
 
孟
衛

長
尾
 
泉

西
村
 
ミ
ネ
 
 

古
川
 
竹
治

白
川
 
好
年

前
川
 
俊
夫

成
田
 
リ
セ

斎
藤
 
幸
雄

黒
瀧
善
之
助
 

歯の衛生週問 
(6 月 4 日～10日） 

ー
あ
な
た
の
善
意
 

金
木
町
美
晴
町
の
中
山
ク

ニ
さ
ん
は
、
こ
の
ほ
ど
、
拾

得
金
三
千
四
百
五
十
九
円
を

金
木
警
察
署
に
届
け
ま
し
た

が
、
持
ち
主
が
現
れ
な
か
っ

た
た
め
社
会
福
祉
に
役
立
て

て
く
だ
さ
い
と
金
木
町
社
会

福
祉
協
議
会
へ
寄
附
さ
れ
ま

し
た
。
 

あ
り
が

と
う
 

ご
ぎ

い
ま
す
 

、
ー
係
か
 
ら

ー
 

皆
さ
ん
の
身
近
で
ホ
ッ
ト

な
情
報
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。
役
場
企
画
室
広
報
広
聴

係
ま
で
。
（。
5
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2
1
1
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線
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